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　【設立趣旨】
●共楽館（登録文化財）の復原・活用と産業遺産を活用したまちづくり
　日立市は日立鉱山とその修理工場から発展した日立製作所を中心に
発達した鉱工業のまちです。共楽館は日立鉱山の福利厚生施設として
大正６（１９１７）年に建設された芝居小屋です。昭和４２（１９６
７）年、日立市に寄贈され武道館に改造したため、舞台や桟敷が撤去
されてしまいました。平成
５（１９９３）年に共楽館
の復原・活用を目指して組
織、平成１７（２００５）
年度に法人化しました。日
立市にはこれまでの発展を
支えた多くの産業遺産が現
存しています。これらの遺
産を活用したまちづくりを
めざして活動しています。

　【沿革】
●鉱工業都市日立の産業遺産
　昭和の怪物といわれた久原房之助により明治３８（１９０５）年に
創業した日立鉱山は、瞬く間に日本の４大銅山の一つに数えられるよ
うになりました。久原は日立に桃源郷を築く理念に「一山一家」をか
かげ、手厚い福利厚生策を行い、その一環として贅を懲らした芝居小
屋を造りました。それが共楽館です。東京の歌舞伎座を参考に鉱山の
技師による設計、施工は事業所の工作課があたりました。芝居小屋と
しては最初の椅子席の導入、中央に噴水を設置して納涼会、映画会・
講演会・展覧会・大相撲の地方巡業などの会場としても使われました。
歌舞伎・素人芝居など舞台を使っての公演も行われ、最盛期には４千
人の入場者に溢れたとの記録もあります。戦後、映画の全盛期が過ぎ
ると芝居小屋の役割を終え、武道館へ変身しました。新田次郎の小説
「ある町の高い煙突」は日立鉱
山の煙害克服の歴史を小説化
したものです。町の人はこの
煙突を「大煙突」といい、親
しんでいます。日鉱記念館・
小平記念館など「ものづくり
の町」の産業遺産の豊かな町
です。これらの遺産を後世に
残すための保存運動を産業観
光に結びつけての運動を展開
しています。

　【活動目的】
●共楽館の保存運動から復原運動へ
　大煙突が倒れた平成５（１９９
３）年２月１９日に奇しくも「共
楽館を考える集い」が結成されま
した。日立の産業遺産であり、文
化遺産である「共楽館」を保存し、
復原する活動がはじまりました。
この年に結成された全国芝居小屋
会議に参加し、平成９（１９９７）

年には全国町並み保存連盟加
盟。平成１１（１９９９）年
に国の有形文化財登録、全国
町並み保存連盟幹事会を開催。
翌１２年（１９９８）年に第
８回全国芝居小屋会議を共楽
館で開催。そして平成１７（２００５）年度まで文化財活用の公演
事業を続けました。

　【活動内容】
●イベントの開催
　会の設立講演に永六輔さんを囲み「共楽館を考える集い」を開催
しました。地元の婦人会のみなさんが炊き出しで協力、館内は熱気
に包まれ、共楽館の復活に浸ることが出来ました。マルセ太郎の形
態模写、弁士付の活動写真大会、講談、落語、一人芝居、フラメン
コショー、ジャズコンサートなどの公演を続けましたが、平成１７
（２００５）年に行われた耐震構造調査の結果、翌年から公演使用が
禁止され、現在も続いています。
　平成１８（２００６）年度か
らは来訪者への案内やガイドボ
ランティアの養成講座、産業遺
産に関する講演会やワーク
ショップ、臨地研修などを行っ
ています。また平成１７（２０
０５）年度より、大正初期から
昭和１０年代まで続いていた給
料日に開かれた「会計市」を復
活させるなど地域性を高めています。
●史料集・報告書・会報などの発行
　会の結成と同時に進められた「共楽館資料」の収集活動が行政の
協力を得て、平成１０（１９９８）年度に『史料集共楽館～地域と
共に歩んだ五十年～』を刊行、平成１５（２００３）年度に１０周
年記念誌『共楽館をみつめて十年』を発刊しました。また会報『共楽館』
を季刊発行し、共楽館の概要を綴ったパンフレットの版を重ねて作
成しています。　

　【活動上の課題と今後の展望】
　築９２年の共楽館の傷みは、雨漏り、土台の腐蝕、外壁の損傷、
漆喰壁の剥落などにより極限状態になっています。しかも「震度６
の地震で倒壊の恐れあり」を理由に公演活動が禁止されるなど、本
来の活動が出来ない状況に追い込まれています。平成１８（２００６）
年４月に約半年間の募金活動で協力いただいた浄財を、日立市へ「共
楽館修理費」として提出しました。
　平成２０（２００８）年１２月議会では新武道館建設の陳情が採
決され、市も新たな武道館建設に前向きの姿勢を示しています。そ
して平成２１（２００９）年９月の定例市議会に日立武道館（共楽館）
耐震工事費として地域活性化・経済危機対策臨時交付金などを活用
して約４億円の補正予算案が提出されました。
　共楽館の雨漏り等の工事が進捗すれば、腐蝕等による倒壊の恐れ
が克服され、建造物の保存が確保できます。その上で、「共楽館」の
名称の復活、芝居小屋への復原の道筋が明らかにされることになり
ます。
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